
　簡易水道は、事業規模が小さいことから一般的に経営基盤が脆弱であるため、地域住 ２　今後の予定

民に対するサービス水準の維持向上を図る観点から、地域の実情に応じ、事業の統合・ 　事業統合に向けたスケジュールは、以下のとおりです。

広域化による効率的な経営体制の確立を図っていくことが喫緊の課題となっています。 ・平成28年６月議会　４地区の簡易水道事業の経営事業認可の変更のため、「水道

　そこで、厚生労働省では簡易水道事業の統合を促進する目的で、簡易水道事業を平成 　　　　　　　　　　事業及び下水道事業の設置等に関する条例」を改正

28年度末までに上水道事業へ統合する「簡易水道事業統合計画」を策定した場合、簡易 ・平成28年12月議会　事業統合のため、「水道事業及び下水道事業の設置等に関す

水道の整備に対して国庫補助を受けられる制度を創設しました。（補助率　１／４） 　　　　　　　　　　る条例」を改正

簡易水道統合事業の進捗状況について
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平成28 年２月17日 長野市上下水道事業経営審議会i

水道の整備に対して国庫補助を受けられる制度を創設しました。（補助率　１／４） 　　　　　　　　　　る条例」を改正

　長野市においても、「簡易水道事業統合計画書」を策定し、国庫補助制度を活用し事 ・平成29年３月まで　事業統合のため、上水道事業の経営事業認可の変更を厚生労

業を実施しています。 　　　　　　　　　　働省へ申請

１　事業の概要

(１)  計 画 期 間 平成22年度～28年度（７年間） 

(２)  総 事 業 費 4,292,320 千円 （ 補助対象額　2,090,894 千円 ）

(３)  主な事業内容

① 施設の統廃合 

・水量、水質に課題のある水源や老朽化した浄水場の統廃合 

水源　56箇所⇒46箇所    浄水場　９箇所⇒４箇所
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水源　56箇所⇒46箇所    浄水場　９箇所⇒４箇所

② 遠隔監視システムを上水道に一体化 

・遠隔監視システムの整備　77箇所

③ 老朽化した施設や管路の整備

・ポンプ施設の更新や漏水の著しい老朽配水管の布設替
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全　体 14,014 4,292,320 千円 79.2
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 中条簡易水道 2,370 人 778,799 千円
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 信州新町簡易水道 4,590 人 891,428 千円
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中 条 簡 易 水 道 事 業中 条 簡 易 水 道 事 業中 条 簡 易 水 道 事 業中 条 簡 易 水 道 事 業
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凡　　例

道の駅 中条

本郷浄水場　水系

給水区域

水　源

浄水場

ポンプ設置箇所

膜ろ過施設設置箇所

送水管布設箇所

ＰＰＰＰ

－3－


